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お
　
ん
　
が

お

こ

と

お

り

「
遺
卸
町
鹿
央
年
代
表
」
そ
の

三
は
紙
面
の
都
合
で
法
号
に
掲

撮
ま
せ
て
戴
き
圭
9
。

～

き

し

遠
賀
車
掌
投
に

水
泳
プ
ー
ル
か
完
成

1
9
月
日
日
盛
大
に
プ
ー
ル
蘭
書

町
民
こ
ぞ
っ
て
蒙
加
を

第
2
回
町
民
体
育
祭
閑
礎

－
　
同
月
9
日
遠
駕
串
等
嬢
で
　
ー

がんお破調

か
ね
て
か
・
宝
笥
車
掌
糧
粒
地
内
に

建
設
中
で
あ
っ
た
「
追
出
申
告
材
水
泳

プ
ー
ル
」
が
去
る
8
月
未
に
．
殻
し
ま

した。9
月
1
1
日
に
は
プ
ー
ル
落
成
式
を
1
1

い
：
八
幡
硯
、
扶
水
泳
部
の
甲
高
腔
督
、

田
中
竣
工
思
手
広
と
有
名
皇
手
技
「
し
黒

佑
水
泳
教
案
の
言
読
手
1
0
台
を
Ⅲ
え
て

耕
確
泳
法
の
築
胴
な
ど
が
あ
り
華
へ
な

プ
ー
ル
聞
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
町
長
お
よ
び
帥
当

局
多
年
の
奈
桐
が
叶
い
、
水
沫
活
細
の

舞
と
し
て
広
く
町
束
に
開
放
さ
れ
ま
す

が
、
薄
に
担
当
生
彼
の
水
泳
活
動
を

通
じ
て
の
体
位
間
士
、
諒
は
水
沫
事
故

防
止
に
雷
雪
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

工
事
の
摘
菱

1
、
プ
ー
ル
規
模

水
面
十
六
誓
二
五
m
冊
°
〇
㍍

永
諜
一
m
－
二
二
m

コ
ー
ス
　
7
コ
ー
ス

フ
ー
ル
サ
イ
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
，
売
及
近

況
∴
シ
ャ
ワ
し
洗
臥
場

広
く
町
民
の
闇
に
保
管
を
妓
興
し
、

ス
ボ
ー
ッ
紹
稗
の
誼
鵜
を
は
か
り
、
蝕

庚
で
明
る
い
町
民
生
緬
の
縦
立
に
霜
雪

す
る
た
め
、
昨
年
に
引
続
き
第
2
回
町

長
休
講
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

町
民
熊
の
多
数
奉
加
を
お
願
い
し
ま

町

民

体

育

祭

プ

す。「
糊
口
　
l
O
刃
9
日
（
月
）
9
時
関
金

「
套
助
　
産
費
由
宇
穣

一
、
主
催
　
蒐
横
町

義
郎
町
最
高
萎
損
金

通
観
剛
体
再
臨
金

口
　
グ
　
ラ
　
ム

2
、
離
山
瑞
相

砂
∴
∴
両

冊
九
・
月
生
新

－
i
ハ
・
生
二
㍍

給
水
（
旧
来
ぶ
1
枚
井
戸
水
）

排
水
設
備
、
浄
化
減
－
為
装
旺

3
、
建
i
高
批
　
五
五
〇
万
国

4
、
磐
婁
「
曹
毒
計
世
幕
所

5
、
施
工
瑳
　
駒
崎
工
業
放
棄
大
社

爛

　

　

　

種

　

　

　

田

1

　

マ

　

ス

　

ゲ

ー

ム

2

　

玉

　

　

　

大

3

　

五

　

　

　

入

綱タ徒
∴
∴
∴
歩

綻
∴
∴
∴
歩

従
∴
∴
∴
歩

ケ
　
ツ
　
麿
∴
測
∴
建

ア
　
ベ
　
ッ
　
ク
　
競
∴
争

中
　
学
　
生
∴
体
∴
擬

小
中
学
段
々
慶
リ
レ
ー

小
中
学
校
々
区
リ
レ
ー

帝
年
リ
レ
ー
（
女
子
予
選
）

群
生
リ
レ
ー
（
男
子
予
遁
）

ス
　
プ
　
ン
　
レ
ー
ス

フ

ォ

ー

ク

タ

ン

ス

【
　
中
　
　
　
食
　
】

婦

　

人

　

全

戸
∴
∴
主

主
∴
－
婦

戸
∴
∴
主

日
　
出
　
参
∴
加

畠
　
牢
∴
男
∴
女

区
長
、
分
館
長
、
隣
組
長

自
　
由
　
参
　
加

臼
　
由
　
参
　
加

自
　
由
　
参
∴
痢

婦

　

人

　

会

戸
　
主
、
主
∴
姉

逓
－
中
　
生
　
縫

小
1
～
中
3
　
男

小
1
～
中
3
　
女

各
　
区
∴
宙
∴
中

条
∴
区
∴
萬
　
年

5
0
才
∴
以
上
の
者

増

車

と

一

般

学
∴
校
∴
鼓

装
∴
行
∴
列

核力加金子
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選　業　制　度　金∴融　の　あ　ら　ま　し

1 時 � � �� ��恒受質櫓i � ��綱引 � �1－議品 �1うち据置 � 

資金である． � �築＿＿＿年独＿ す‾漆‾盃‾“ � � ��○在 � �� �� � 

麗 ∴∵ 近 �� ��‾来臨‾茶＝‾‾‾素‾ナス六言方テ方面「 ＿叔埋立盛＿＿南＿＿＿＿＿＿－＿i ど ��法人 �または ��して貸 の細部 �（6．5％） �7年（10） �3～7年 2咋 �貸付率．岱 

代 化 宣 金 �� ����以上） � �� �－ �：； ��（）は共 闘施設の域i 
5‾‾尋質‾喬‾i �� �������約年 

IJ＿ �野の改良o 診療施設÷‾輌威厳施施「東雲「‾ ������5．0％ �iiT昨‾ ） 20年 2－3年 ラ，∴∴賛／宮 �2年 

命「 �������（6．59の ��3年 �‾味 

代行 業農家又は飾 ること。2．／ 

嫌 � � �� ���工‾2加iト lOl．十 　70万円 ��の70％ 100日． �〃 ��なし ∵「 
葉　＿？ 

粟 改 良 資 金 �� ��：l、、、 つ �ブ＼次iiL、　　尽日叉∵ヽ �同上 i二度村青年 （20～30才） 1－プ 

言∴∴ 3．5年 1．5年 2、∴3：「 

す る。 ��� ���1．50万円 　6万円 ��� ��1年 なし �られることo 

鰻化 薙 胴金 �砂子破船を行な つ○ � �� ��渡業 �500万円 ��∴i顔）‘． �5，25％ �10年 �3年 �描言運～農協 癌が条件とな っているe 

あるもの ���100％ 

臓 �融資に際しては ない。 � ��黙樹の新櫛、改組、育l初）事業 ��偲人 � ��の80％ 〃 �5．5％ �25年 �IO咋 �‥一一上目読 

琳 漁 �� �� ��〃 �1人 法人 ���5．5％ �15年 �3年i �卿苗の認定を とする。 
艶天質＿荘 厳∴∴∴∴地 政＿得＿資∴金 

〃 �個　　　　　7」「 ��100％ 〃 �3．5％ ��〃 

業 資 金 �として貸出すも けちれる。 ��� ��〃 �引 率 � ��3．5％ �25年 �〃 

士‾厄‾改‾I㌻ 流∴∴∴∴金 �� ��〃 ���8鞠 �痛「朗‾電：言辞 �25年 �〃 

く二l二11 ∴し∴∴∴「「－ � �〃 � �〃 �〃 �5．0了、ノ7．5％ �20～30年 �〃 

∴＿言 質∴∴∴∴金 �� �三顧の譲受資缶：‾爽喜軟 �〃 �蛙△＿」喧塑獲jI＿ ��100％ �5．0％ �20年 �〃 

＝
網
軽
蔑
認
許
に
そ
っ
　
た
資
金
計
画
の
繊
立
を
　
＝

営
煙
資
金
の
種
別
並
び
に
資
金
用
途
に
つ
き
ま
し
て
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
ま
つ
将
来
の
糀
憩
に
も
と
づ
く
常
襲
謡
に
そ
っ
た
資
金
計
画
の
樹
立
が

大
切
で
す
。
や
ゝ
も
す
る
と
性
急
に
資
金
の
椎
入
れ
を
さ
れ
る
む
き
が
あ
り
ま

す
が
、
す
く
に
期
待
と
お
り
の
資
金
が
傭
入
れ
で
き
る
と
は
云
え
ま
せ
ん
。

特
に
最
近
で
は
流
会
枠
に
限
贋
が
あ
り
ま
す
か
ら
農
林
淑
撃
落
金
の
よ
う
に

借
入
れ
が
、
申
込
き
れ
て
一
年
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
借
入
れ
に
つ
い
て
は
群
前
に
周
到
な
営
臓
改
善
証
廟
を
樹
て
ら
れ

（
団
体
営
含
む
）
効
率
的
な
資
金
利
用
を
は
か
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。



昭和41年10月1日　発行

避
族
年
金
、
公
務
扶
域
料
の

法
律
が
改
正
に
な
り
ま
し
た

がんお報同

I

m

月

日
陸
中
変
、
大
束
轟
戦
争
閃
壁
C
戦

死
ま
た
は
鵜
現
し
た
者
の
遺
族
に
対
す

る
遺
族
年
金
や
公
務
扶
助
料
等
に
関
す

る
湊
錐
が
改
記
さ
れ
、
昭
和
4
1
年
1
0
月

1
日
か
ち
施
行
さ
れ
る
一
J
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の
法
律
に
掌
J
は
ま
る

人
は
、
役
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

な
お
、
こ
の
法
律
に
あ
て
は
ま
る
人

で
昭
和
館
隼
9
月
5
0
日
ま
で
に
請
求
告

を
鎚
雄
し
な
い
と
き
は
、
鳴
動
に
よ
っ

て
解
剖
が
消
滅
し
ま
す
か
ら
湿
悠
し
て

く
だ
さ
い
。

1
満
州
、
中
更
、
北
文
筆
で
、
閥
和
1
6

年
1
2
月
8
日
以
後
旧
画
家
総
動
員
法

と
同
様
の
草
間
で
動
員
さ
れ
た
学

年
生
起
が
業
務
上
負
偶
し
、
ま
た

は
痛
気
に
か
か
り
、
こ
れ
が
原
因
で

死
亡
し
た
と
き
は
、
雌
雄
旭
と
し
て

処
遇
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
遺

族
に
、
弔
慰
金
や
遺
族
給
与
食
中
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

2
遺
族
給
与
金
の
絹
が
聖
ハ
、
0
0
0

円
か
主
ハ
四
、
四
〇
〇
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
職
権
で
改
起

し
ま
す
か
ら
請
求
の
必
婆
は
あ
り
ま

せん。

3
遺
族
の
継
嗣
が
拡
大
さ
れ
、
次
の
迎

接
に
逆
接
年
金
等
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
死
亡
し
た
藷
と
集
計

関
係
が
あ
り
、
援
護
講
読
会
が
議
決

し
た
地
合
に
限
り
ま
す
。

①
　
戦
没
藷
の
死
亡
の
H
が
関
知
2
2

年
5
月
3
円
以
後
で
あ
る
場
合
で

も
、
繁
毒
、
嫡
斑
及
び
入
夫
婚

姻
の
妻
の
父
磐
誓

⑨
　
犠
肌
藷
の
塙
築
上
の
糞
父
母
。

⑨
　
戦
没
者
の
父
ま
た
は
母
と
由
縁

1
日
か
ら
施
行
　
－

開
嬢
に
あ
っ
た
著
。

4
戦
没
諸
の
妻
が
、
調
和
2
1
年
2
月
1

日
か
ち
鵡
和
紳
笹
4
月
細
目
蔓
し
の

間
に
担
鵜
し
、
周
期
間
内
に
そ
の
相

手
方
と
死
別
し
て
い
る
場
合
に
は
、

鎮
別
の
場
合
と
胸
板
遺
族
年
金
か
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
嫡
湖
南
の
氏

に
複
し
て
い
て
擬
誰
箔
発
会
が
講
演

し
た
場
合
に
眠
り
ま
す
。

5
昭
和
鋪
隼
1
0
月
羅
税
さ
れ
た
、
遺
族

年
金
、
公
孫
扶
助
親
等
は
、
受
給
者

の
年
金
に
よ
り
段
階
的
に
増
額
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
6
5
才

以
上
の
蕃
及
び
妻
子
等
に
つ
い
て
は

4
1
年
1
0
月
か
ら
、
そ
の
他
の
者
に
つ

い
て
は
悠
牢
1
月
か
ら
金
額
受
給
さ

れ
ま
す
。

6
特
別
扶
助
料
の
支
給
漬
件
の
う
ち
「

①
宮
内
に
層
佳
す
べ
き
寄
⑤
負
佃

や
疾
鵬
が
醐
和
的
牢
1
月
1
旦
剛
に

佳
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
職
霧

関
連
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
」
の
二
つ

の
鰍
腿
が
搬
廃
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
塁
内
地
勤
務
の
華
人
、
準

証
人
が
、
開
和
1
6
年
ュ
2
月
8
月
以
後

勤
務
に
鵬
遮
す
る
負
傷
ま
た
は
疾
病

に
よ
っ
て
在
隊
申
あ
る
い
は
周
蔵
後

2
年
（
結
核
椰
補
流
は
6
年
）
以
内

に
死
亡
し
た
場
合
そ
の
遺
族
が
特

別
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は

特
別
扶
助
料
ま
た
は
特
別
避
族
年
金

が
女
給
さ
れ
ま
す
。

7
現
に
、
公
務
扶
助
料
受
給
中
の
者
に

不
具
廃
疾
で
牛
計
資
料
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
駿
年
の
子
が
あ
る
と
き

は
、
扶
養
避
族
加
給
が
認
め
ら
れ
ま

す。

借
金
女
給
法
の
改
誼
盗

援
護
法
の
閥
和
約
年
1
0
月
数
忙
（
坐

別
薙
蛾
解
消
妻
等
）
に
よ
り
追
放
年

金
等
を
受
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
戦

婆
案
の
妻
に
対
し
て
も
、
昭
和
3
8

年
4
月
1
日
に
お
い
て
年
金
等
を
受

給
し
て
い
た
薯
と
み
な
し
、
約
万
日

の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
本
年
ェ
0
月
か

ら
年
金
等
受
給
出
来
る
よ
う
に
な
る

諸
は
、
1
0
月
賦
櫓
で
な
い
と
請
求
擁

来
ま
せ
ん
。
又
講
求
期
間
に
つ
い
て

は
、
醐
軸
謡
隼
T
O
月
か
ち
草
金
等
の

受
給
櫛
が
発
侵
し
た
梁
は
、
鞘
和
4
4

年
6
月
5
0
日
ま
で
、
本
年
的
月
か
ら

縮
利
が
発
生
す
る
薯
は
、
囲
和
4
4
年

9
月
3
0
1
「
ま
で
で
あ
り
玉
㌔

3
『
戦
没
薫
胃
の
遺
族
に
対
す
ろ
特
別

弔
慰
金
受
給
藻
の
改
正
浅
山

特
別
帝
厳
命
は
、
昭
和
釦
隼
4
月
1

日
に
お
い
て
、
そ
の
戦
没
者
に
つ
い

て
年
金
等
を
誰
も
受
給
し
て
い
な
い

持
合
に
限
り
、
両
様
金
の
受
給
統
幕

又
は
戦
没
諸
の
子
の
み
が
、
受
給
で

き
る
規
定
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た

め
弔
慰
金
の
隻
総
統
者
が
死
亡
、
国

籍
そ
う
突
、
稿
姉
（
妻
）
、
鮭
死
不

明
得
で
あ
る
場
合
、
戦
没
諸
に
子
が

な
い
限
り
、
特
別
弔
慰
金
の
受
給
歓

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
岡
こ
れ

を
改
止
し
て
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

が
い
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、

搬
纏
蜜
の
死
亡
当
瞳
、
戦
没
著
と
周

一
生
計
に
あ
っ
た
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
が
あ
る
場
合
、
そ
の

傾
げ
に
転
給
で
き
る
よ
う
に
さ
れ

た。な
お
、
戦
没
者
死
亡
後
、
油
膜
以
外

の
諸
と
婚
姻
、
拳
十
線
組
等
を
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
昭
和
畑
年
4
月
1
日
に

お
い
て
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
称
し
て

い
た
氏
と
変
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て

は
、
妖
給
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
二
辱
鹿
浜
韮
震
黛
諦
習
新

入
所
試
験
萎
領
に
つ
い
て

「
入
所
予
定
人
員
　
三
十
名

二
、
受
験
資
格

ア
一
油
特
学
校
を
寧
熊
し
た
も
の
又

は
聞
知
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
寧
梁
見
込
の
者
、
ま
た
は
局

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
雪

イ
　
恵
投
壁
間
で
身
体
強
槌
な
諸
で

色
裸
に
異
状
の
な
い
棄

ウ
　
右
該
当
者
で
駒
和
二
十
年
囲
月

一
円
以
降
に
佳
ま
れ
た
雫

三
、
試
験

試
験
は
統
詣
我
墜
口
頭
記
聞
お
よ

び
身
体
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

ア
　
範
粗
試
験

同
語
、
数
学
、
社
会
、
躍
科

イ
　
口
頭
試
験

一
般
社
会
増
減
そ
の
他

ウ
　
身
体
検
査

講
謡
仕
と
し
て
必
要
な
身
体
、
体

力
を
検
証
し
ま
す
。

四
、
試
験
日
蒔
及
び
場
所

ア
　
期
日
　
十
一
月
十
五
日
か
ち
十

七
日
ま
で
の
三
田
閏

イ
　
填
所
　
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
（
旧

二
円
市
町
）
県
立
繋
講
習
所

元
、
受
験
受
付

十
月
一
日
よ
り
十
月
二
十
九
［
曇
を

（
細
郭
に
つ
い
て
経
済
談
に
て
お
た

づ
ね
下
さ
い
）

戦
旛
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
の
実
施
に
つ
い
て

ゆ
と
り
あ
る
家
膣
と

豊
か
な
社
会
を
築
こ
う

1
1
0
月
1
7
日
は
貯
蓄
の
日
　
－

1
昭
和
4
1
年
1
月
1
日
方
法
征
の
公
布

施
行
に
よ
っ
て
、
算
入
、
窮
屈
、
準

軍
属
撃
で
、
開
和
1
2
年
1
月
‘
囲
咳

後
、
公
務
に
よ
る
傷
病
の
た
め
、
昭

和
3
8
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
傷
病

の
軽
疫
が
第
五
瑚
巌
以
上
に
該
当
す

る
著
の
萎
（
内
縁
の
妻
を
含
み
、
密

奏
上
離
婚
の
状
態
に
あ
る
妻
を
除

く
）
で
あ
っ
て
、
昭
和
4
1
年
4
月
1

円
ま
で
引
き
続
き
妻
で
あ
る
畠
に
対

し
て
、
5
0
万
円
の
関
節
（
無
利
子
1
0

年
間
均
等
鱒
聖
が
支
給
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
縞
求
朔
樹

は
、
昭
和
4
4
年
6
月
3
0
円
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

2
円
戦
犯
婆
等
の
亥
に
将
す
る
特
別
給

ゆ
と
り
あ
る
家
庭
と
時
点
か
な
社
会
を

築
く
た
め
に
、
貯
誅
は
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
貯
毯
執
強
中
央
委
口
金
で

は
、
m
月
ェ
7
円
の
「
貯
藩
の
里
を
中

心
に
「
貯
蓄
融
強
十
月
特
別
運
動
」
を

行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
期
間
は

同
月
1
日
か
ら
同
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

贋
瑠
生
流
の
な
か
で
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
消
費
面
を
合
理
化
し
、
家
計
を

計
画
化
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
家
護
を
つ
け
る

こ
と
が
最
も
た
い
せ
つ
で
し
ょ
う
。

教
育
、
住
宅
建
築
、
老
後
の
生
活
安

定
、
常
理
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に

応
じ
た
長
期
的
な
目
的
に
あ
う
賠
蒲
を

考
え
ま
し
ま
つ
。
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今

月

の

説

金

町
県
民
説
　
　
筏
∵
2
期
分

納
期
限
∴
∴
同
月
激
白

期
限
内
　
に
納
　
め
：
愛
　
し
ょ
　
う

〝
雷
憶
を
解
決
し
て

明
る
い
豊
満
を
〟

－
　
「
巡
回
徳
政
相
談
」
を
開
鼓
－
－
、

○
○
●
○
○
●
○
●
●
●
〃
〃
事
。
〇
〇
〇
裏
書
●
●
●
●
●
＿
●
●
〃
〃
●

老
人
検
診
の
お
し
あ
せ

老
人
袖
祉
疫
に
躯
つ
き
、
次
の
と
お

り
老
人
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
鍵

康
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
で
も
是
非
受

診
く
だ
さ
い
。冠

資
格
者
　
満
六
五
才
以
上
の
方
に
眠
り

ま
す
。
（
六
四
才
以
下
の
人

は
成
人
病
検
診
で
票
窃
こ

と）

検
診
料
　
焦
∴
津

田
樽
及
び
場
所

1
0
月
1
2
月
∴
浅
木
小
字
般
諏
堂

（
浅
木
履
匿
名
漸
落
）

〃
〃
↓
■
＿
○
農
’
置
輸
〃
具
〇
〇
〇
〇
青
○
○
●
●
〇
〇
〇
〇
〇
二
〇
●
●

ュ
0
月
1
3
日
∴
蔦
的
小
学
校
講
堂

（
島
津
、
砦
松
、
鬼
華

松
の
木
、
道
柘
、
尾
鵬
）

1
0
月
1
4
口
　
述
鍋
田
公
民
館
本
館

（
親
婿
、
千
代
九
、
千
雷
魚

逓
増
川
、
旧
借
、
広
渡
）

○
受
付
晴
間

笑
話
共
　
牛
後
1
暗
飢
分
－
3
時

三
会
場
を
秘
落
潮
当
し
て
い
ま
す
が

都
合
の
憩
い
方
は
、
二
古
間
の
内
、

と
の
会
場
で
も
結
構
で
す
か
ら
受
診

く
だ
さ
い
。

な
お
一
般
検
診
の
結
束
、
精
密
検
査

を
瑛
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
後
日
史

に
無
淵
で
検
診
を
行
な
い
ま
す
。

巡
回
婦
人
相
識
が
実
施
さ
れ
ま
す

細
岡
煉
婦
人
相
談
所
で
は
「
社
食
を

明
る
く
す
る
前
節
」
の
一
つ
と
し
て
、

つ
き
の
と
お
り
巡
団
購
入
和
談
を
行
な

い
ま
す
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

R
的
　
1
0
月
親
日
（
木
）

l
申
守
－
6
ト
ゼ

●
I
一
陣
　
　
●
⊥
帥
”

場
所
　
水
巻
町
町
昆
会
館

口
的
∴
婦
人
で
奉
る
た
め
人
に
い
わ
れ

な
い
悩
み
こ
と
で
困
っ
て
い
る

人
の
相
談

例
え
は
、
夫
婦
、
家
挺
、
川
筋
、

蝦
業
∵
食
鎮
子
侯
、
精
気
、

結
婚
、
離
姉
等
の
樹
題

行
政
祥
瑞
庁
、
九
州
嵩
賢
行
政
監
察

局
で
は
、
行
政
上
の
嗣
樋
で
困
っ
て
お

ら
れ
る
人
や
、
誓
梢
、
不
湖
な
ど
の
あ

る
人
の
相
談
に
応
じ
、
開
通
を
解
決
し

て
明
る
い
生
活
が
お
く
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
と
お
り
「
巡
回
行
政
相
接
」
を
胸

鼓
し
ま
す
の
で
間
脳
が
あ
る
人
は
、
一

人
で
ク
コ
ク
ヨ
思
い
を
せ
ず
、
行
政
相

談
で
解
決
さ
れ
る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま

す。一
、
同
時
　
昭
和
4
1
雄
1
0
月
7
只
金
）

9
鴫
～
1
6
蒔

「
甥
所
　
逮
飽
和
公
民
館

な
お
今
ま
で
に
行
政
相
談
に
よ
っ
て

「
あ
っ
せ
ん
解
決
」
し
た
問
題
は
多
融

多
様
で
す
が
そ
の
中
の
一
軍
側
室
妻

ま
で
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

－
過
大
に
請
求

書
た
れ
度
数
凝
－

石
山
さ
ん
は
、
数
句
前
か
ら
電
露
に

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
1
ケ
月
分

の
電
紫
紺
求
高
の
捜
教
科
が
、
い
つ
も

の
3
倍
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
∴
i
i
u

葉
山
謡
局
に
対
し
、
そ
ん
な
に
か
け
た

お
ぼ
え
が
お
り
ま
せ
ん
か
ら
調
整
し
て

く
だ
さ
い
、
と
た
の
み
ま
し
た
と
こ
ろ

が
局
は
、
絶
対
に
間
違
い
な
い
と
い
っ

て
受
け
付
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
最
需
り
の
行
政
監
察
局
を

尋
ね
て
、
摘
発
す
る
よ
う
、
あ
っ
せ
ん

願
い
た
い
と
串
し
狛
ま
し
た
。

×
　
　
×
∴
∴
美

原
損
を
っ
け
た
ー
解
短
篇
は
、
出

ち
に
電
遊
山
話
柄
に
対
し
、
そ
の
旨
迦

絡
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
テ
ス
ト
が

行
な
わ
れ
、
機
鵬
か
故
障
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
過
去
3
ケ
月
の
平
均
任
用
妓

数
を
出
し
て
当
月
分
有
算
潰
し
な
お
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

×
∴
∴
∴
×

こ
れ
は
、
本
町
の
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
よ
う
義
に
眼
ち
ず
、
み

な
さ
ん
の
凝
樹
や
、
関
り
こ
と
は
、
え

ん
り
ょ
な
く
行
政
監
察
局
ま
た
は
行
政

相
談
養
田
（
尾
崎
、
諦
耕
運
氏
）
に

申
し
出
く
だ
さ
い
。

歓
の
交
通
安
全
福
岡
県
民
選
鞠

期
閏
的
月
日
畠
－
1
0
月
郷
目

人
食
詰
葦
し
、
零
墨
」
故
防
止
、

と
く
に
変
行
詰
の
宅
地
声
紋
の
維
波
布

は
か
る
た
め
、
す
べ
て
の
粟
行
者
、
逆

転
雪
華
転
署
温
い
主
の
方
々
は
近
し

い
交
通
の
ル
ー
ル
を
習
腫
つ
け
∵
交
通

安
全
思
想
崇
時
め
一
－
享
し
ょ
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

本
年
一
月
か
ち
八
月
末
圭
し
糾
問
無

下
の
交
通
事
故
に
よ
は
雄
甘
煮
の
囲

三
三
％
（
一
万
聞
入
）
は
、
二
輪
垂

を
沌
車
－
差
は
局
乗
巾
の
人
で
し
た
。

そ
の
死
亡
帰
因
の
大
部
分
は
、
頭
を

強
く
到
う
頭
部
帝
重
層
内
出
血
篤
に

よ
る
も
の
で
す
。
若
し
こ
の
人
た
ち
が

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
お
れ
ば

死
な
ず
に
す
ん
だ
で
し
ょ
う
。

二
輪
車
に
葉
る
と
き
は
、
万
－
の

男
／
日
に
甑
を
．
保
塁
つ
る
た
め
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
十
こ
い
。


